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め
あ
て

学
習
し
た
漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。

著
作
権
の
関
係
上
、
一
部
の
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

二

次
の

線
部
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
方

三

次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
で

を
、
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

興
味
を
も
つ
。

１

ヤ
サ
イ
を
食
べ
る
。

２

色
が
混
じ
る
。

２

鳥
が
空
を
ト
ぶ
。

３

出
現
す
る
。

３

行
事
に
サ
ン
カ
す
る
。

４

車
を
移
動
さ
せ
る
。

４

サ
ン
ポ
す
る
。

５

報
告
す
る
。

５

シ
ケ
ン
カ
ン
を
あ
ら
う
。



■
正
答

二

１

き
ょ
う
み

２

ま
（
じ
る
）

３

し
ゅ
つ
げ
ん

４

い
ど
う

５

ほ
う
こ
く

三

１

野
菜

２

飛
（
ぶ
）

３

参
加

４

散
歩

５

試
験
管

■

次
の

線
部
の
漢
字
の
正
し
い
読
み

■

次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
で
て

方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

体
を
反
ら
す
。

３

本
の
モ
ク
ジ
で
さ
が
す
。

２

挙
手
を
し
て
発
言
す
る
。

４

漢
字
を
オ
ボ
え
る
。

答
え

取
り
組
ん
で
み
よ
う
！

１

そ
（
ら
す
）

２

き
ょ
し
ゅ

３

目
次

４

覚
（
え
る
）
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次の計算を筆算でしましょう。

（１）３．９×２．３ （２）２．８４×１．７２

（３）２３.４÷０.３６ （４）６３÷０.９

３ .６ｍで１０８円のひもがあります。このひも１ｍのねだんを求め

ましょう。

次の立体の体積を求めましょう。

１

３

6cm

10cm

２

9cm

１学期サポート問題（第３回）

〔算数〕小５ 組 番 氏名

※次のページにも、問題があります。

11問中
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次の立体の体積を求める式を二通りつくりましょう。
（答えは求めなくていいです。）

÷０.７の商の大きさについて考えます。 には０でない数が入
ります。下の１から３までの中から、正しいものを１つ選んで、その番
号を書きましょう。

１ ÷０.７の商は、 と同じになる。

２ ÷０.７の商は、 より小さくなる。

３ ÷０.７の商は、 より大きくなる。

１ 、 ４ 、 ５ 、 ９ のカードを１まいずつ使い、下の に当

てはめて小数をつくります。

．

（１）つくれる数のうち、いちばん大きい数をつくりましょう。

（２）つくれる数のうち、５にいちばん近い数をつくりましょう。

６

４

５



１.５）６. ６５
０.３６）２３.４０

１.５） ２１６

１.５） １８０
１.５） １８０

０

１.５）６.７０
０.９）６３０

１.５）６３

１.５） ０
１.５）

０をつけ
たします。

① ②

①

②

①

②

１（１） （２）

（３） （４）

２

３

４ 【解答例】
（例１）

８×６×４＋５×２×４

① ②

（例２）

３×６×４＋５×８×４

① ②

（例３）

８×８×４－３×２×４

① ②

５

６ （１） (２)

５４０ｃｍ３
直方体の体積の公式、（たて）×（横）×（高さ）に

当てはめると、９×１０×６で求めることができます。

３０円
言葉の式（１ｍのねだん）×（長さ）＝（代金）を使っ

て考えると、（代金）÷（長さ）＝（１ｍのねだん）なの
で、１０８÷３.６で求めることができます。

１学期サポート問題（第３回）

〔算数〕小５ 組 番 氏名
解答(児童用)

８×６×４＋５×２×４
または
５×２×４＋８×６×４

３×６×４＋５×８×４
または
５×８×４＋３×６×４

８×８×４－３×２×４

９.５４１ ４.９５１

３

ある数を１より小さい数で割ると、商
はある数より大きくなります。また、あ
る数を１より大きい数で割ると、商はあ
る数より小さくなります。

＜小数のわり算の筆算のしかた＞
① わる数が整数になるように、小数点を右へうつします。
② わられる数の小数点も、①でうつした分だけ右へうつします。
③ 商の小数点は、わられる数のうつした小数点にそろえてうちます。

「４.９５１」と５との差
は０.０４９、「５.１４９」
と５との差は０.１４９なの
で、５にいちばん近い数は、
「４.９５１」になります。

３.９→右へ１けた

×２.３→右へ１けた

１ １ ７
７ ８
８.９ ７←左へ２けた

２.８ ４
×１.７ ２

５ ６ ８
１ ９ ８ ８
２ ８ ４
４.８ ８ ４ ８


